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予稿集の Web 公開に関するアンケート集計結果 

日本語学会大会企画運営委員会 

 

回答日：2018 年 10 月 13 日・14 日（日本語学会 2018 年度秋季大会） 

回答数：175 件 

 

1. あなた自身についてお聞きします。 

 

（1）日本語学会に入会してから何年になりますか。 

 

 

（2）あなたの年齢をお答えください。 

 

 

① 5年未満 25
② 5年以上10年未満 25
③ 10年以上20年未満 33
④ 20年以上 76
⑤ 未⼊会（⾮会員） 16

14%

14%

19%

44%

9%

1(1) 会員歴

① 5年未満
② 5年以上10年未満
③ 10年以上20年未満
④ 20年以上
⑤ 未⼊会（⾮会員）

① 60歳以上 39
② 50歳以上60歳未満 34
③ 40歳以上50歳未満 32
④ 30歳以上40歳未満 44
⑤ 20歳以上30歳未満 25
⑥ 20歳未満 1

22%

20%

18%

25%

14%
1%

1(2) 年齢

① 60歳以上
② 50歳以上60歳未満
③ 40歳以上50歳未満
④ 30歳以上40歳未満
⑤ 20歳以上30歳未満
⑥ 20歳未満
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（3）今年度、もっとも勤務・就学時間の長いものを 1 つ選んでお答えください。 

 

 
（4）ここ 5 年の間に、何回くらい大会に参加されましたか。 

 

 

① ⼤学教員（常勤）            108
② ⼤学教員（⾮常勤） 7
③ ⼤学・研究所等研究員（常勤）      9
④ ⼤学・研究所等研究員（⾮常勤） 5
⑤ ⾼等学校・⾼等専⾨学校教員（常勤）   3
⑥ ⾼等学校・⾼等専⾨学校教員（⾮常勤） 0
⑦ ⼩学校・中学校教員（常勤）       1
⑧ ⼩学校・中学校教員（⾮常勤） 0
⑨ 無職（名誉教授等、教育･研究機関の退職者も含む） 5
⑩ ⼤学院⽣ 23
⑪ ⼤学・学部⽣              2
⑫ 研究⽣・科⽬等履修⽣等の⾮正規学⽣ 0
⑬ 出版社・書店関係者          3

⑭ その他 8 ⽇本語学校⾮常勤講師(1)、⽇本語学校教員常勤(1)、
会社員(1)、公務員(1)、記載なし(4)

無回答 1

62%

4%
5%

3%
2%0%0%0%
3%

13%

1%0%2%
4%1%

1(3) ⾝分
① ⼤学教員（常勤）
② ⼤学教員（⾮常勤）
③ ⼤学・研究所等研究員（常勤）
④ ⼤学・研究所等研究員（⾮常勤）
⑤ ⾼等学校・⾼等専⾨学校教員（常勤）
⑥ ⾼等学校・⾼等専⾨学校教員（⾮常勤）
⑦ ⼩学校・中学校教員（常勤）
⑧ ⼩学校・中学校教員（⾮常勤）
⑨ 無職（名誉教授等、教育･研究機関の退職者も含む）
⑩ ⼤学院⽣
⑪ ⼤学・学部⽣
⑫ 研究⽣・科⽬等履修⽣等の⾮正規学⽣
⑬ 出版社・書店関係者
⑭ その他
無回答

① 1回〜2回 25
② 3回〜6回 48
③ 7回〜10回 100
その他・無回答 2 病気のため0回(1)、無回答(1)

14%

28%
57%

1%

1(4) 過去5年間の⼤会参加回数

① 1回〜2回

② 3回〜6回

③ 7回〜10回

その他・無回答
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（5）言語系の学会で、他に加入している学会・研究会をお答えください。【選択肢は五十音順・複数回答可】 

 

 
  

① 近代語学会 15
② 訓点語学会 38
③ 計量国語学会 20
④ 社会⾔語科学会 41
⑤ ⽇本⾳韻論学会 3
⑥ ⽇本⾳声学会 34
⑦ ⽇本近代語研究会 27
⑧ ⽇本⾔語学会 57
⑨ ⽇本⾔語政策学会 3
⑩ ⽇本語教育学会 28
⑪ ⽇本語⽂法学会 57
⑫ ⽇本語⽤論学会 9
⑬ ⽇本認知⾔語学会 5
⑭ ⽇本⽅⾔研究会 59
⑮ ⽇本歴史⾔語学会 2

⑯ その他 33

JACET⼤学英語教育学会(1)、キリシタン語学研究会
(1)、関⻄⾔語学会(2)、⾔語処理学会(2)、語彙研究会
(4)、語彙辞書研究会(1)、国語語彙史研究会(2)、情報処
理学会(1)、全国⼤学国語国⽂学会(2)、⽇中対照研究学
会(1)、⽇本アーカイブズ学会(1)、⽇本中国語学会(2)、
⽇本⽂芸研究会(1)、表記研究会(1)、表現学会(4)、名古
屋⾔語研究学会(1)、名古屋⼤学国語国⽂学会(1)、萬葉
学会(1)、記載なし(4)

⑰ なし 12

0 10 20 30 40 50 60 70

① 近代語学会
② 訓点語学会

③ 計量国語学会
④ 社会⾔語科学会
⑤ ⽇本⾳韻論学会

⑥ ⽇本⾳声学会
⑦ ⽇本近代語研究会

⑧ ⽇本⾔語学会
⑨ ⽇本⾔語政策学会

⑩ ⽇本語教育学会
⑪ ⽇本語⽂法学会
⑫ ⽇本語⽤論学会

⑬ ⽇本認知⾔語学会
⑭ ⽇本⽅⾔研究会

⑮ ⽇本歴史⾔語学会
⑯ その他

⑰ なし

1(5) 加⼊学会・研究会
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2. 冊子の予稿集は、3,400 円（送料込み）を入金することで事前入手が可能です。この方法で、事前入手をした

ことはありますか。 

 

 

3. これまで日本語学会の大会に参加して入手した冊子の予稿集は、どのようにされていますか。保管・廃棄の方

法（スキャン等で画像を保存したのち廃棄など）について特記することがあれば、自由記述欄にお書きください。 

 

 

【自由記述】（24件） 

①はどこかにある（捨てていない）／今後廃棄も検討中／今回初参加です。／5 年ほど保管したのち、廃棄しています。／定年まで

①、定年時③、その後①／参加していない大会の分も購入し、すべて保管している。／興味のあるものをPDF保存し、のちに廃棄／

その他はスキャンの後廃棄／ダウンロードできるようにしてもらえるとありがたいです。／スキャンしてデータとして保存ののち廃

棄／捨てるのも気が引けるので保管しているが、利用することはほとんどない。／スキャンして画像を保存し、廃棄している／次第

にスペースが問題になっている／スキャンして廃棄するようにしている／そろそろ廃棄したい／必要な部分だけ切り出して冊子は

廃棄。／初参加のためこれまで冊子を入手したことがない／スキャン等で画像を保存したのち廃棄／自宅／生家に散在／スキャン等

で画像を保存したのち廃棄／スキャン等で画像を保存したのち廃棄／スキャンしたものは廃棄／すべてスキャン、紙はすべて廃棄／

引っ越しの時に一度全部処分し、その後のものはまだ保管している。 

 

① ある 41
② ない 133
無回答 1

23%

76%

1%

2 予稿集の事前⼊⼿

① ある

② ない

無回答

① すべて保管している 129
② 必要なもののみ保管している 29
③ すべて廃棄している 4
その他・無回答 13 ①と②の両⽅に○、⾃由記述のみ回答など

74%

17%

2%
7%

3 予稿集の保管

① すべて保管している

② 必要なもののみ保管している

③ すべて廃棄している

その他・無回答
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4. 予稿集の冊子版と電子版の需要についてお聞きします。あなたの現在のご希望／お考えは、以下のいずれにあ

たりますか。なお、冊子版を希望する参加者には、印刷必要部数を見積もるために、事前に冊子版希望申し込み

をお願いする可能性があります。また、冊子版希望者には従来の参加費をお支払いいただき、冊子版不要者には

参加費を減額する可能性があります。 

 

 

 

 

  

① 予稿集の電⼦版がWebで事前公開されても、冊⼦版を受
け取って参加したい。

82

② 予稿集の電⼦版がWebで事前公開されたら、冊⼦版は受
け取らずに参加したい。

87

その他・無回答 6 ①と②の両⽅に○(1)、「すぐには決められません。」
(1)、無回答(4)

47%

50%

3%

4 予稿集電⼦版・冊⼦版の需要

① 予稿集の電⼦版がWebで事前公開されて
も、冊⼦版を受け取って参加したい。

② 予稿集の電⼦版がWebで事前公開された
ら、冊⼦版は受け取らずに参加したい。

その他・無回答

22

20

10

19

11

13

14

22

23

15

4

0

0

2

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳以上

50歳以上60歳未満

40歳以上50歳未満

30歳以上40歳未満

30歳未満

予稿集電⼦版・冊⼦版の需要（年齢別）
① 予稿集の電⼦版がWebで事前公開されても、冊⼦版を受け取って参加したい。
② 予稿集の電⼦版がWebで事前公開されたら、冊⼦版は受け取らずに参加したい。
その他



6 
 

5. 予稿集の電子版が事前公開された場合、大会への参加形態はどのようになると思われますか。あなたの現在の

ご希望／お考えをお聞かせください。また、③を回答した方は、電子版の持参の方法についてお答えください。 

 

 

5-2.「③ 大会当日冊子版は受け取らず、電子版を持参して参加したい。」（84件） 

⇒電子版の持参方法【複数回答可】 

 

 

 

6. 予稿集のWeb 公開についてご意見／ご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 

（回答数 52）（記述項目，省略） 

 

2018.11.10.理事会報告 

2019.3.25. 公開版作成 

① 電⼦版を事前に閲覧することはせず、⼤会当⽇冊⼦版を
受け取って参加したい。

5

② 電⼦版を事前に閲覧したうえで、⼤会当⽇冊⼦版を受け
取って参加したい。

79

③ ⼤会当⽇冊⼦版は受け取らず、電⼦版を持参して参加し
たい。

81

その他・無回答 10 ②と③の両⽅に○(2)、①と③の両⽅に○(1)、無回答(7)

3%

45%
46%

6%

5 予稿集電⼦版事前公開時の⼤会参加形態

① 電⼦版を事前に閲覧することはせず、⼤
会当⽇冊⼦版を受け取って参加したい。
② 電⼦版を事前に閲覧したうえで、⼤会当
⽇冊⼦版を受け取って参加したい。
③ ⼤会当⽇冊⼦版は受け取らず、電⼦版を
持参して参加したい。
その他・無回答

a. ノートパソコン、タブレットなどの電⼦機器に保存して
持参。

67

b. 聞きたい発表部分をプリントアウトして持参。 46
無回答 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. ノートパソコン、タブレットなどの電⼦機器に保
存して持参。

b. 聞きたい発表部分をプリントアウトして持参。

無回答

5‐2 電⼦版の持参⽅法
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